
は
じ
め
に

川
崎
市
高
津
区
蟹
ケ
谷
に
、
徳
川
幕
府
の
奥
医
師
を
つ
と
め
た
人
見
氏
ゆ
か
り
の
墓
地
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て
ふ
れ
た
論
著
は
、

寓
目
す
る
か
ぎ
り
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
坐
域
が
個
人
の
邸
宅
の
中
に
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
人
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と

が
、
今
日
ま
で
史
書
に
の
ら
な
か
っ
た
お
お
き
な
理
由
で
あ
ろ
う
。

昭
和
五
五
年
以
来
、
こ
の
墓
地
に
つ
い
て
の
調
査
を
つ
づ
け
て
き
た
。
ま
だ
そ
の
全
容
を
解
明
す
る
に
い
た
ら
な
い
が
、
今
日
ま
で
に
明
ら

か
に
し
え
た
二
、
三
の
点
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

墓
地
の
位
置
と
墓
石
の
配
置

人
見
氏
ゆ
か
り
の
墓
地
は
、
川
崎
市
高
津
区
蟹
ヶ
谷
一
○
○
番
地
下
山
吉
光
氏
の
邸
内
に
あ
る
。

立
派
な
大
谷
石
の
門
を
は
い
り
、
い
か
に
も
旧
家
と
い
っ
た
感
じ
の
母
屋
を
左
に
桑
て
、
小
高
い
丘
を
の
ぼ
る
と
、
丘
の
中
腹
を
き
り
ひ
ら

い
た
五
五
平
方
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
平
坦
な
土
地
が
あ
り
、
そ
こ
に
七
基
の
墓
石
が
あ
る
。
さ
ら
に
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
ぼ
っ
た
と
こ
ろ

に
、
さ
ぎ
の
半
分
ば
か
り
の
平
地
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
五
基
の
墓
石
が
な
ら
ん
で
い
る
。

下
段
に
あ
る
墓
石
の
う
ち
、
右
か
ら
第
一
号
墓
石
に
は
じ
ま
っ
て
第
五
号
墓
石
と
し
、
上
段
の
右
側
か
ら
第
六
号
か
ら
第
一
○
号
と
す
る
。

川
崎
市
蟹
ケ
谷
に
あ
る
幕
府
医
官
人
見
氏
の
螢
域

蝿
轆
垂
樫
檸
癖
一
叱
壁
一
汁
暗
塞
鱈
昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
七
日
受
付

深
瀬
泰
旦
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第
一
号
墓
石
南
氏
の
墓

正
面
に
「
秋
光
院
妙
月
日
盟
南
儒
人
墓
」
と
き
ざ
ま
れ
、
左
側
面
か
ら
裏
面
、
右
側
面
へ
と
か
け
て
、
一
行
一
○
字
、
一
六
行
の
墓
碑
銘
が

刻
さ
れ
て
い
る
。
法
量
は
高
さ
七
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
二
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
（
奥
行
き
）
二
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
（
以
下
す
べ
て
の
墓
碑
と
も
高
さ
×
幅
×
奥
行
き
で
表
現
し
、
単
位
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
）
。

故
秋
光
院
南
儒
人
者
豊
後

口
城
大
守
木
下
俊
長
宗
臣

閑
斎
南
氏
娘
也
母
某
氏
兄

日
八
郎
兵
衛
幼
時
発
豊
州

来
江
都
嫁
官
医
人
見
元

徳
産
二
女
長
常
娘
次
作
娘

為
其
人
也
柔
順
淳
朴
静
正

温
恭
最
工
縫
織
今
姓
寶
永

四
年
丁
亥
妊
娠
患
疾
咳
気

力
日
衰
八
月
廿
三
日
産
男

名
日
満
平
産
後
潅
痂
為
虐

浮
腫
発
契
灸
薬
失
験
九
月

六
日
奄
然
易
寶
年
已
廿
九

さ
ら
に
下
段
の
一
番
手
前
に
あ
る
二
基
を
、
そ
れ
ぞ
れ
第
二
号
、
第
一
二
号
墓
石
と
す
る
。
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第
二
号
墓
石
小
幡
氏
作
の
墓

正
面
に
は
「
陽
春
院
月
閑
法
節
小
幡
儒
人
墓
」
と
き
ざ
ま
れ
、
左
側
か
ら
裏
面
、
右
側
面
に
か
け
て
、
二
六
字
、
一
三
行
の
碑
銘
が
刻
さ
れ

て
い
る
。
法
量
は
二
一
×
二
四
×
一
七
で
あ
る
。

濡
人
者
与
兵
衛
小
畑
親
吉
娘
也
慶
安
三
年
庚
寅
二
月
六
日
産
江
戸
姓

源
謀
作
女
兄
弟
七
人
長
伝
左
衛
門
次
三
右
衛
門
先
卒
次
宗
兵
衛
其
次

濡
人
也
次
甚
兵
衛
亦
先
逝
有
一
兄
両
妹
耳
為
儒
官
法
眼
人
見
友
元
為

妻
養
行
光
為
宗
子
生
四
男
二
女
長
行
高
継
祖
父
官
医
随
祥
院
法
印

遺
業
次
満
娘
幼
天
次
保
氏
養
水
原
家
仕
官
次
道
乙
養
安
田
家
次
友

徳
仕
尾
陽
公
為
其
人
也
精
口
貞
静
能
精
女
業
蚕
継
進
切
口
筆
有
法
之

考
属
口
之
後
剃
髪
□
口
道
遙
口
老
或
居
牛
嶋
別
荘
或
遊
蟹
谷
小
邑
不

嗜
口
歌
舞
之
地
芳
原
緑
野
石
泉
山
郭
耕
転
之
境
常
自
為
楽
鳴
呼
哀
英

久
恵
胖
勢
節
骨
枯
橋
今
效
正
徳
元
年
辛
卯
夏
六
月
七
日
奄
然
而
逝
歳

六
十
二
葬
干
武
州
蟹
谷
村
蓋
曾
祖
伊
賀
守
小
幡
泰
久
領
邑
也
始
儒
人

宗
浄
土
宗
受
後
住
相
伝
法
称
亦
従
馬
故
不
忍
改
乃
為
誘
云
爾

鳴
呼
哀
哉
葬
武
州
稲
毛
領

蟹
谷
村
乃
書
大
略
以
貼
後

昆
ニ
エヘ銘

日

マ
マ

温
柔
致
愛

渕
静
在
誠

梶
原
埜
折
識
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正
面
に
君

姉
」
、
さ
ら
泥

戒
名
で
あ
る
。

第
四
号
墓
石
梅
》

正
面
に
は
「
喝
梅
怨

三
二
×
一
六
で
あ
る
。

そ
の
下
段
に
三
名
の
戒
名
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
づ
い
て
残
年
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

法
意
居
士
延
宝
七
年
己
未
九
月
廿
二
日

宗
的
居
士
元
祗
五
年
壬
申
十
二
月
廿
二
日

常
安
居
士
天
和
三
年
癸
亥
正
月
十
六
日

第
五
号
墓
石
小
幡
氏
作
の
両
親
と
兄
弟
の
墓

正
面
に
「
寂
照
院
到
誉
白
田
居
士
」
、
そ
の
右
側
に
「
元
祗
十
年
四
月
二
十
四
日
」
と
あ
り
、
白
田
居
士
の
左
側
に
「
松
寿
院
教
誉
春
貞
大

」
、
さ
ら
に
そ
の
左
側
に
「
元
隊
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日
」
と
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
小
幡
氏
作
の
両
親
与
兵
衛
親
吉
と
そ
の
妻
の

第
三
号
墓
石
妙
法
道
儀
融
円
の
墓

力

正
面
中
央
に
「
妙
法
道
儀
融
円
墓
」
と
刻
さ
れ
、
そ
れ
を
は
さ
ん
で
右
側
に
「
正
徳
四
□
□
」
、
左
側
に
「
三
月
上
旬
六
日
」
と
あ
る
。

他
の
面
に
文
字
は
き
ざ
ま
れ
て
い
な
い
。
法
量
は
六
四
×
一
五
×
二
・
五
。

褐
梅
溪
宗
的
居
士
の
墓

「
喝
梅
溪
宗
的
居
士
」
と
刻
さ
れ
、
右
側
面
に
は
「
元
祗
六
年
癸
酉
十
二
月
二
十
三
日
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
法
量
は
八
六
×

宗
子
又
兵
衛
小
野
姓
人
見
氏
行
充
泣
血
識

次
子
元
徳
小
野
姓
人
見
氏
行
高
哀
突
封
之

17 （17）



こ
れ
ら
は
墓
碑
銘
か
ら
、
小
幡
氏
作
の
兄
弟
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
法
量
は
一
○
○
×
二
五
×
一
七
・
五
で
あ
る
。

左
側
面
か
ら
裏
面
、
右
側
面
に
か
け
て
一
七
字
、
二
行
の
銘
が
あ
る
。

其
先
不
詳
出
何
姓
曽
祖
小
幡
伊
賀
守
泰
久
仕

マ
マ

家
忠
君
有
武
功
永
緑
廿
七
年
戊
午
五
月
十
六
日

孝
女
小
幡
法
節
識

第
六
号
墓
石
人
見
斧
七
郎
の
墓

こ
の
墓
石
は
下
半
分
が
破
壊
さ
れ
、
破
片
の
行
方
が
わ
か
ら
な
い
。
正
面
に
は
「
人
見
斧
七
」
の
文
字
だ
け
で
、
右
側
面
に
は

斧
七
郎
者
法
眼
人
見
高
栄
君
母
進
藤

氏
以
文
化
月
十
六
月
生
乎
東

の
断
片
的
な
文
字
が
よ
桑
と
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
残
欠
の
大
き
さ
は
三
七
×
二
二
×
二
○
で
あ
る
。

寿
六
十
五
卒
長
子
勘
鮮
由
左
衛
門
政
勝
不
知

其
生
卒
甲
子
其
次
六
助
康
秀
戦
死
不
知
何
陣

政
勝
子
太
郎
左
衛
門
天
正
十
六
年
戊
子
五
月

十
六
日
歳
三
十
六
戦
死
其
子
源
太
郎
親
忠
寛

永
四
年
丁
卯
五
月
廿
五
日
卒
其
子
源
太
郎
為

貞
寛
永
十
九
年
壬
午
十
一
月
廿
九
日
卒
其
子

与
兵
衛
親
吉
自
少
有
故
不
仕
老
而
強
健
齢
及

杖
国
薙
髪
称
白
田
元
滕
丁
丑
四
月
廿
四
日
病
卒
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こ
れ
ら
は
墓
碑
銘
か
ら
、
小
幡
氏
作
の
兄
弟
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
法
量
は
一
○
○
×
二
五
×
一
七
・
五
で
あ
る
。

左
側
面
か
ら
裏
面
、
右
側
面
に
か
け
て
一
七
字
、
二
行
の
銘
が
あ
る
。

其
先
不
詳
出
何
姓
曽
祖
小
幡
伊
賀
守
泰
久
仕

々
マ

家
忠
君
有
武
功
永
瞭
廿
七
年
戊
午
五
月
十
六
日

寿
六
十
五
卒
長
子
勘
鮮
由
左
衛
門
政
勝
不
知

其
生
卒
甲
子
其
次
六
助
康
秀
戦
死
不
知
何
陣

政
勝
子
太
郎
左
衛
門
天
正
十
六
年
戊
子
五
月

十
六
日
歳
三
十
六
戦
死
其
子
源
太
郎
親
忠
寛

永
四
年
丁
卯
五
月
廿
五
日
卒
其
子
源
太
郎
為

貞
寛
永
十
九
年
壬
午
十
一
月
廿
九
日
卒
其
子

与
兵
衛
親
吉
自
少
有
故
不
仕
老
而
強
健
齢
及

杖
国
薙
髪
称
白
田
元
藏
丁
丑
四
月
廿
四
日
病
卒

余
其
第
四
女
也
勒
双
親
両
兄
一
弟
千
一
碑
云

元
藏
十
六
年
癸
未
春

孝
女
小
幡
法
節
識

第
六
号
墓
石
人
見
斧
七
郎
の
墓

こ
の
墓
石
は
下
半
分
が
破
壊
さ
れ
、
破
片
の
行
方
が
わ
か
ら
な
い
。
正
面
に
は
「
人
見
斧
七
」
の
文
字
だ
け
で
、
右
側
面
に
は

斧
七
郎
者
法
眼
人
見
高
栄
君
母
進
藤
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第
八
号
墓
石
杉
村
氏
辰
の
墓

正
面
に
は
「
貞
静
杉
村
氏
之
墓
」
と
あ
り
、
左
側
面
か
ら
裏
面
、
右
側
面
へ
と
一
五
字
、
一
三
行
に
わ
た
っ
て
銘
文
が
き
ざ
ま
れ
て
い
る
。

法
量
は
二
二
×
二
八
×
二
六
・
五
で
あ
る
。

貞
静
杉
村
氏
名
辰
父
与
八
以
宝
暦
庚
辰

九
月
二
十
九
日
生
干
東
都
城
北
春
木
街

性
寡
黙
而
愛
人
在
父
母
之
家
善
撫
養
弟

マ
マ

妹
天
明
辛
巳
側
室
於
官
医
野
高
栄
君

改
名
日
歌
日
夜
執
婦
功
不
敢
荒
寧
頗
有

氏
以
文
化
月
十
六
月
生
乎
東

の
断
片
的
な
文
字
が
ょ
ゑ
と
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
残
欠
の
大
き
さ
は
三
七
×
二
二
×
二
○
で
あ
る
。

第
七
号
墓
石
順
の
墓

正
面
に
は
「
阿
順
之
墓
」
と
あ
り
、
碑
銘
は
右
側
面
に
き
ざ
ま
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
法
量
は
二
七
×
二
九
×
二
一
で
あ
る
。

女
順
官
医
人
見
友
元
長
也
母
川
島

氏
文
化
二
年
乙
丑
三
月
朔
生
於
東
都

市
谷
之
宅
十
一
月
十
八
日
病
死
同
月

念
日
葬
干
武
州
橘
樹
郡
蟹
谷
村
之
別

業
先
螢
之
側
付
笑
斎
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第
八
号
墓
石
杉
村
氏
辰
の
墓

正
面
に
は
「
貞
静
杉
村
氏
之
墓
」
と
あ
り
、
左
側
面
か
ら
裏
面
、
右
側
面
へ
と
一
五
字
、
一
三
行
に
わ
た
っ
て
銘
文
が
き
ざ
ま
れ
て
い
る
。

法
量
は
二
二
×
二
八
×
二
六
・
五
で
あ
る
。

貞
静
杉
村
氏
名
辰
父
与
八
以
宝
暦
庚
辰

九
月
二
十
九
日
生
干
東
都
城
北
春
木
街

性
寡
黙
而
愛
人
在
父
母
之
家
善
撫
養
弟

マ
マ

妹
天
明
辛
巳
側
室
於
官
医
野
高
栄
君

改
名
日
歌
日
夜
執
婦
功
不
敢
荒
寧
頗
有

第
七
号
墓
石
順
の
墓

正
面
に
は
「
阿
順
之
墓
」
と
あ
り
、
碑
銘
は
右
側
面
に
き
ざ
ま
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
法
量
は
二
七
×
二
九
×
一
二
で
あ
る
。

女
順
官
医
人
見
友
元
長
也
母
川
島

氏
文
化
二
年
乙
丑
三
月
朔
生
於
東
都

市
谷
之
宅
十
一
月
十
八
日
病
死
同
月

念
日
葬
干
武
州
橘
樹
郡
蟹
谷
村
之
別

業
先
螢
之
側
付
笑
斎

杉
村
氏
辰
の
墓

余
其
第
四
女
也
勒
双
親
両
兄
一
弟
千
一
碑
云

元
澁
十
六
年
癸
未
春
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正
面
に
は
「
人
見
坤
八
之
墓
」
と
刻
し
、
左
側
面
か
ら
裏
面
、
右
側
面
に
か
け
て
銘
文
が
き
ざ
ま
れ
て
い
る
。
二
字
、
一
○
行
の
文
が
、

八
八
×
二
二
・
五
×
二
○
の
墓
石
に
刻
さ
れ
て
い
る
。

家
弟
坤
八
姓
小
野
氏
人
見
侍

医
法
眼
人
見
高
栄
成
之
君
之

第
八
男
也
母
進
藤
氏
以
文
化

五
年
戊
辰
二
月
廿
九
日
生
於

江
戸
市
谷
午
小
屋
之
邸
宅
稟

賦
荏
再
且
患
清
疾
口
同
八
年

十
月
罹
急
疾
同
八
日
救
薬
不

第
九
号
墓
石
人
見
坤
八
の
墓

内
助
生
三
男
二
女
一
女
天
長
即
嗣
高
徳

君
也
不
敢
以
嗣
母
加
於
家
人
以
故
僕
脾

服
従
焉
寛
政
辛
亥
夏
患
疾
飲
暦
日
不
愈

是
歳
十
一
月
二
十
二
日
残
享
年
三
十
二

貞
静
其
読
也
葬
干
武
州
橘
樹
郡
蟹
谷
邑

嗣
君
使
正
固
誌
其
碑
陰
正
固
辱
下
交
於

高
栄
君
久
美
因
不
敢
辞
誌
其
概
云
張
藩

岡
崎
正
固
撰
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第
一
○
号
墓
石
根
岸
氏
留
利
の
墓

正
面
に
は
「
信
宜
根
岸
婦
人
之
墓
」

六
・
五
×
三
四
・
五
×
三
○
で
あ
る
。

信
宜
君
根
岸
氏
名
留
利
父
五
郎
兵
衛
母
鈴

木
氏
延
享
二
年
乙
丑
八
月
八
日
生
干
江
戸

横
山
街
其
為
人
貞
静
温
良
最
善
女
工
宝
暦

十
一
年
辛
巳
奉
侍
家
君
遂
令
摂
活
関

門
乃
御
奴
蝉
有
方
育
在
恭
等
愛
之
如
所
生

生
女
留
男
在
敏
在
敏
天
又
命
為
側
室
居
□

謹
焉
性
不
好
他
行
非
廟
拝
未
嘗
出
於
庭
安

永
八
年
己
亥
初
夏
患
疾
咳
至
秋
頗
有
間
季

秋
再
発
気
色
日
衰
灸
薬
先
験
九
月
廿
四
日

安
臥
如
眠
逝
芙
年
三
十
五
鳴
呼
哀
哉

君
命
在
恭
日
夫
錐
庶
母
也
毛
状
継
母
在
恭

謹
奉
命
葬
祭
従
継
母
之
礼
葬
武
州
橘
樹
郡

而
没
於
同
宅
享
年
四
歳
可
憐

哉
葬
於
武
州
橘
樹
郡
蟹
谷
邑

之
別
業
兄
人
見
任
伯
弘
誌

と
あ
り
、
左
側
面
か
ら
裏
面
、
右
側
面
に
か
け
て
、
一
六
字
、
一
五
行
の
銘
文
が
あ
る
。
法
量
は
一
○

（21）21



七
月
十
六
日
」
と
あ
る
。

二
四
・
五
×
一
三
・
五
で
あ
る
。

第
一
二
号
墓
石
宇
野
七
兵
衛
の
墓

銘
文
は
右
側
面
と
左
側
面
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
○
号
墓
石
ま
で
と
は
異
な
り
、
右
側
面
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
法
量
は
六
四
×

第
二
号
墓
石
筑
麻
直
方
の
墓

正
面
に
は
二
名
の
戒
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
一
は
「
人
見
家
士
圓
明
大
空
」
と
あ
り
、
そ
の
左
側
に
「
松
齢
永
讃
信
女
寛
政
七
乙
卯
年

直
方
姓
紀
氏
筑
麻
称
郷
右
衛
門
武
州

多
麻
郡
口
新
田
人
父
権
十
郎
母
某
氏

年
十
三
仕
干
吾
家
長
為
宰
幹
口
六
十
四

年
焉
□
□
口
以
大
学
教
授
吾
倍

安
永
六
年
丁
酉
十
月
六
日
没
年
七
十
六

葬
武
州
蠅
谷
別
壁
要
中
野
氏
有
四

男
三
女
二
女
巳
嫁
他
者
皆
天

家
君
命
誌
其
墓
人
見
□
□
□

蟹
谷
別
壁
題
其
墓
日
信
宜
早
失
父
事
母
孝

書
間
不
怠
有
兄
弟
四
人
友
愛
最
厚
教
諒
少

弟
金
十
郎
至
美
美
子
人
見
在
恭
謹
識

（22） ワワ
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人
見
氏
と
蟹
ヶ
谷
と
の
関
係

第
二
号
墓
石
の
小
幡
氏
作
の
墓
碑
銘
に
は
、
作
が
正
徳
元
年
（
一
七
二
）
に
六
二
歳
で
病
没
し
た
と
き
、
曾
祖
小
幡
伊
賀
守
泰
久
の
領
邑

地
で
あ
っ
た
武
州
橘
樹
郡
蟹
ヶ
谷
村
に
葬
ら
れ
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
蟹
ヶ
谷
村
が
、
死
後
唐
突
に
葬
地
と
し
て
え
ら
ば
れ
た
の
で
は
な
く
、
作

が
夫
の
人
見
友
元
に
先
だ
た
れ
て
か
ら
は
、
江
戸
の
牛
嶋
の
別
荘
に
遊
ん
だ
り
、
蟹
谷
の
別
業
に
身
を
よ
せ
て
余
地
を
た
の
し
ん
で
い
た
、
と

刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ま
ず
蟹
ヶ
谷
が
人
見
氏
の
別
業
の
地
と
さ
だ
め
ら
れ
、
つ
い
で
そ
の
一
隅
に
関
係
者
の
墓
地
が

つ
く
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
１
）

『
人
見
氏
伝
』
に
は
、
人
見
氏
が
牛
嶋
に
別
荘
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
し
る
さ
れ
て
い
る
が
、
蟹
ヶ
谷
の
別
業
に
つ
い
て
は
何
ら
ふ
れ
る
と

こ
ろ
が
な
い
。
し
か
し
こ
の
第
二
号
墓
石
の
ほ
か
に
も
、
第
七
号
、
第
九
号
、
第
一
○
号
の
墓
石
に
、
人
見
氏
が
蟹
ヶ
谷
村
に
別
壁
を
い
と
な

ん
で
い
た
こ
と
が
、
は
っ
き
り
刻
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
別
業
の
地
の
一
隅
に
、
小
幡
氏
作
は
母
松
寿
院
の
死
の
翌
年
（
元
職
一
六
年
）
、
そ
れ
よ
り
五
年
前
に
死
亡
し
て
い
る
父
と
兄
弟
の
墓
を

た
て
、
つ
い
で
わ
が
子
人
見
行
高
の
室
で
あ
る
秋
光
院
南
氏
が
二
九
歳
の
若
さ
で
病
死
し
た
と
き
、
そ
の
墓
を
こ
の
蟹
ヶ
谷
の
地
に
も
う
け

正
面
は
「
人
見
家
之
士
宇
野
七
兵
衛
得
□
」
と
あ
り
、
銘
文
は
一
二
字
、
六
行
で
あ
る
。
法
量
は
五
四
×
二
三
×
一
三
・
五
で
あ
る
。

源
五
盛
詮
之
風
安
永
三
年
霜
月

六
日
少
病
乃
没
葬
僻
谷
口
有
宇

野
七
兵
衛
者
囚
髪
之
人
見
在
恭

従
者
尾
州
人
始
名
皆
平
寛
保
二

年
来
仕
三
十
三
年
焉
口
酒
不
好

色
無
欲
而
不
任
他
家
頗
有
纐
纈
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『
諸
家
譜
』
に
の
る
正
俊
の
祖
父
泰
久
は
、
「
は
じ
め
今
川
家
に
つ
か
へ
、
後
北
條
氏
康
に
つ
か
ふ
」
と
あ
っ
て
、
泰
久
、
正
俊
と
も
に
小
田

原
の
後
北
條
氏
の
家
臣
で
あ
っ
た
。
し
か
し
第
二
号
墓
に
ゑ
る
小
幡
氏
作
の
曾
祖
で
あ
る
泰
久
は
、
松
平
家
忠
に
つ
か
え
た
と
の
墓
碑
銘
か
ら

『
風
土
記
稿
』
に
よ
れ
ば
、
蟹
ヶ
谷
村
は
ふ
る
く
は
「
神
庭
村
」
と
よ
ば
れ
て
い
た
と
の
記
載
が
あ
り
、
一
方
豊
嶋
郡
に
は
神
庭
村
と
い
う

名
の
村
は
存
在
し
な
い
の
で
、
こ
の
記
述
は
あ
き
ら
か
に
誤
り
で
あ
り
、
正
俊
が
致
仕
後
に
居
住
し
た
の
は
、
橘
樹
郡
蟹
谷
村
で
あ
る
こ
と
は

ま
ち
が
い
な
い
。

豊
嶋
、
上
総
国
仙

住
し
、
寛
永
十
１

と
い
う
経
歴
で
あ
る
。

と
称
し

と
あ
り
、
正
俊
が
後
北
権

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

て
、
こ
こ
を
わ
ぷ

こ
と
が
わ
か
る
。

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
（
以
下
諸
家
譜
と
略
す
）
に
よ
る
と
、
こ
の
正
俊
は
小
幡
伊
賀
守
泰
久
の
孫
で
あ
る
こ
と
を
し
る
。
正
俊
は
太
郎
左
衛
門

で
は
こ
の
蟹
ヶ
谷
と
小
幡
氏
と
の
関
係
を
し
め
す
文
献
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
（
以
下
風
土
記
稿
と
略
す
）
の
蟹
ケ
谷
村
の
項
に
は
、

当
村
開
村
の
こ
と
は
伝
え
ず
。
小
幡
家
譜
に
よ
る
に
太
郎
左
衛
門
正
俊
、
北
條
氏
直
に
仕
へ
て
当
所
を
領
せ
し
が
、
天
正
十
九
年
東
照
宮

（
２
）

へ
召
出
さ
れ
し
と
き
、
本
知
安
堵
せ
し
め
ら
れ
、
ふ
る
き
に
よ
り
当
所
を
領
し
、
慶
長
五
年
致
仕
し
て
当
所
に
住
せ
し
と
云

あ
り
、
正
俊
が
後
北
條
氏
に
つ
か
え
て
い
る
と
き
か
ら
蟹
ヶ
谷
は
正
俊
の
領
地
で
あ
り
、
徳
川
の
世
に
な
っ
て
か
ら
も
、
家
康
に
本
知
安
堵

北
條
氏
政
に
つ
か
へ
、
小
田
原
没
落
の
の
ち
、
天
正
十
八
年
東
照
宮
関
東
御
入
国
の
と
き
よ
り
、
つ
か
へ
た
て
ま
つ
り
、
武
蔵
国
橘
樹
、

豊
嶋
、
上
総
国
山
邊
三
郡
の
う
ち
に
を
い
て
采
地
二
百
八
十
石
を
た
ま
ひ
、
大
番
を
つ
と
む
。
の
ち
致
仕
し
、
豊
嶋
郡
神
庭
村
の
采
地
に

（
３
）

住
し
、
寛
永
十
九
年
十
一
月
二
十
九
日
死
す

こ
こ
を
わ
が
身
の
墳
墓
の
地
と
さ
だ
め
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
作
は
そ
れ
だ
け
こ
の
蟹
ヶ
谷
の
地
に
、
つ
よ
い
愛
着
を
、
い
だ
い
て
い
た

４２（24）



政
勝
は
「
卒
甲
子
」
と
あ
る
だ
け
だ
が
、
こ
の
こ
ろ
の
甲
子
の
年
は
永
職
七
年
（
一
五
六
四
）
と
か
ん
が
え
ら
れ
る
。
他
の
人
禽
は
残
年
、

あ
る
い
は
行
年
の
記
載
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
残
年
を
し
る
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

承
て
、

ろ
う
。

第
五
号
墓
石
に
刻
さ
れ
た
小
幡
氏
の
系
譜
を
も
と
に
系
図
を
作
成
す
る
と
図
の
よ
う
に
な
る
。

泰
久
は
松
平
家
忠
に
つ
か
え
て
武
功
が
あ
り
、
永
祗
二
七
年
戊
午
に
六
五
歳
で
卒
し
た
と
い
う
。
し
か
し
永
藏
と
い
う
年
号
は
一
三
年
を
も

っ
て
お
わ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
記
載
か
ら
そ
の
年
を
特
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

与
兵
衛
親
吉
（
一
六
二
七
’
一
六
九
七
）

お
お
ま
め
ど

橘
樹
郡
大
豆
戸
村
に
小
幡
伊
賀
守
泰
久
の
屋
敷
跡
が
あ
っ
た
、
と
『
風
土
記
稿
』
は
の
ゞ
、
へ
て
い
る
。
こ
の
泰
久
は
、

伊
賀
守
泰
久
（
？
’
ｎ

勘
解
由
左
衛
門
政
勝

六
助
康
秀
（
？
’
？
）

太
郎
左
衛
門
（
一
五
一

源
太
郎
親
忠
（
？
ｌ

源
太
郎
為
貞
（
？
’

こ
の
泰
久
と
『
風
土
記
稿
』
や
『
諸
家
譜
』
に
の
る
泰
久
と
が
、
は
た
し
て
同
一
人
物
で
あ
る
か
ど
う
か
検
討
を
く
わ
え
る
必
要
が
あ

図
小
幡
氏
系
図
（
墓
碑
銘
に
よ
る
）

小
幡
伊
賀
守
泰
久
引
勘
解
由
左
衛
門
政
勝
Ｉ
太
郎
左
衛
門
ｌ
源
太
郎
親
吉
ｌ
源
太
郎
為
貞
Ｉ
与
兵
衛
親
吉
Ｉ
作

’
六
助
康
秀

（
？
’
一
六
二
七
）

（
？
’
一
六
四
二
）

ノ

（
？
’
？
）

（
一
五
五
三
’
一
五
八
八
）

（
？
ｌ
一
五
六
四
）
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蟹
ヶ
谷
の
墓
碑
銘
に
は
、
泰
久
の
残
年
が
「
永
瞭
二
七
年
戊
午
五
月
一
六
日
」
と
あ
っ
て
、
さ
ぎ
に
そ
の
年
を
特
定
で
き
な
い
と
の
べ
た
が
、

永
瞭
で
戊
午
の
年
と
す
れ
ば
「
永
橡
元
年
」
と
な
り
、
「
二
七
年
戊
午
」
に
注
目
す
れ
ば
、
弘
治
と
い
う
年
号
を
無
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

天
文
二
七
年
戊
午
す
な
わ
ち
永
瞭
元
年
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
大
豆
戸
村
に
日
蓮
宗
の
大
宝
山
本
乗
寺
が
あ
る
。

村
の
東
南
八
王
子
社
の
側
に
あ
り
、
日
蓮
宗
京
都
妙
満
寺
未
大
宝
山
と
号
す
。
：
．
…
…
天
文
二
十
三
年
北
條
家
座
下
の
士
、
小
幡
伊
賀
守

泰
久
が
起
立
す
る
所
に
し
て
、
開
山
は
日
暹
と
云
・
…
…
…
村
の
古
記
録
に
よ
れ
ば
開
基
泰
久
討
死
の
時
屍
を
境
内
へ
帰
葬
せ
し
と
云
へ

（
５
）

ど
、
今
は
墓
石
な
け
れ
ば
其
所
を
知
ら
ず
。

よ
り
の

現
存
す
る
本
乗
寺
（
横
浜
市
港
北
区
大
豆
戸
町
二
四
二
住
職
従
野
公
淳
氏
）
の
過
去
帳
に
よ
る
と
、
泰
久
は
永
藏
元
年
（
一
五
五
八
）
五
月
一
六

日
に
六
五
歳
で
死
亡
し
、
泰
久
院
殿
日
卯
居
士
と
論
さ
れ
て
お
り
、
本
堂
に
は
戒
名
を
き
ざ
ん
だ
、
高
さ
五
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
ぶ

立
派
な
位
牌
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

で
あ
る
こ
と
を
し
る
。

こ
の
過
去
帳
に
は
、
政
勝
、
康
秀
と
も
そ
の
名
が
象
え
て
お
り
、
政
勝
は
「
日
普
一
○
月
一
四
日
（
年
号
不
詳
）
」
、
康
秀
は
「
蓮
心
二
月

二
○
日
（
年
号
不
詳
）
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
系
図
は

さ
き
の
『
風
土
記
稿
』
に
も

泰
久
が
子
を
勘
解
由
左
衛
門
政
勝
と
云
、
天
文
の
頃
の
人
と
云
。
こ
の
人
も
此
館
に
居
住
せ
し
な
る
べ
し
。
そ
れ
よ
り
子
孫
太
郎
左
衛
門

小
田
原
北
條
氏
の
家
人
に
て
、
今
当
村
の
古
記
に
載
る
所
を
見
る
に
永
滕
元
年
五
月
十
六
日
、
豆
州
土
蔵
野
合
戦
の
時
討
死
せ
り
年
六
十

（
４
）
泌

（
４
）

七
歳
と
云
へ
り
。

泰
久
Ｉ
政
勝
Ｉ
康
秀

（
６
）

な
ど
相
続
せ
り
。

（26）



小
幡
源
太
郎
知
行

蟹
谷
村

内
拾
六
石
壱
斗
田
方（

９
）

三
拾
石
壱
斗
畑
方

と
あ
っ
て
、
こ
の
源
太
郎
は
小
幡
為
貞
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
『
諸
家
譜
』
に
の
る
人
物
で
あ
る
。

さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
墓
碑
銘
に
の
る
泰
久
は
、
か
な
り
苦
し
い
史
料
操
作
に
よ
ら
な
け
れ
ば
諸
書
に
の
る
泰
久
と
一
致
す
る
と
こ
ろ

が
な
く
、
墓
碑
銘
に
の
る
小
幡
氏
の
系
譜
と
、
『
諸
家
譜
』
に
み
え
る
小
幡
氏
の
系
図
と
は
異
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
ま
り
に
お
お
い
。
今
後

の
研
究
が
ま
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
あ
っ
て
、
過
去
帳
の
記
載
と
一
致
し
て
い
る
。

一
方
墓
碑
銘
に
よ
る
と
、
泰
久
は
松
平
家
忠
に
つ
か
え
た
と
い
う
。

松
平
家
忠
を
な
の
る
武
将
は
二
人
あ
っ
て
、
と
も
に
徳
川
家
康
の
家
臣
で
あ
る
。
佐
倉
藩
祖
で
あ
る
家
忠
（
形
原
）
は
天
文
一
六
年
（
一
五

四
七
）
生
れ
で
、
天
正
一
○
年
（
一
五
八
二
）
に
残
し
、
一
方
武
蔵
忍
藩
の
祖
で
あ
り
、
『
家
忠
日
記
』
の
著
者
で
あ
る
家
忠
（
深
溝
）
は
、
弘
治

元
年
（
一
五
五
五
）
生
れ
で
、
慶
長
五
年
（
一
六
○
○
）
小
早
川
秀
秋
の
攻
撃
を
う
け
て
伏
見
城
で
討
死
し
た
。

こ
の
う
ち
ど
ち
ら
の
家
忠
に
つ
か
え
た
か
は
、
墓
碑
銘
に
は
し
る
さ
れ
て
い
な
い
が
、
泰
久
が
討
死
し
た
永
緑
元
年
（
一
五
五
八
）
に
は
、
形

原
家
忠
は
一
○
歳
、
深
溝
家
忠
は
四
歳
と
、
い
ず
れ
の
家
忠
に
し
て
も
年
端
の
ゆ
か
な
い
幼
年
で
あ
る
。
『
諸
家
譜
』
に
よ
る
と
形
原
家
忠

（
７
）
（
８
）

の
初
陣
は
永
瞭
七
年
（
一
五
六
四
）
で
あ
り
、
深
溝
家
忠
は
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
で
、
い
ず
れ
も
泰
久
が
死
残
し
た
の
ち
の
こ
と
で
あ
る
。

墓
碑
銘
の
記
述
は
に
わ
か
に
は
信
じ
が
た
い
。

蟹
ヶ
谷
村
が
小
幡
氏
の
采
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
風
土
記
稿
』
に
し
る
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
『
武
蔵
田
園
簿
』
に
も

高
四
拾
六
石
弐
斗
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さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に
蟹
ヶ
谷
と
人
見
氏
を
む
す
び
つ
け
た
の
は
、
小
幡
氏
作
で
あ
る
。

・
作
は
小
幡
与
兵
衛
親
吉
の
長
女
と
し
て
慶
安
三
年
（
一
六
五
○
）
に
江
戸
で
う
ま
れ
、
の
ち
に
一
子
行
充
を
の
こ
し
て
妾
玉
井
氏
に
先
だ
た

よ
し
た
か

れ
て
い
た
、
幕
府
儒
官
人
見
友
元
宜
卿
の
も
と
に
嫁
い
だ
。

友
元
は
、
小
児
科
医
と
し
て
名
高
い
人
見
玄
徳
賢
知
の
三
男
と
し
て
、
寛
永
一
四
年
（
一
六
三
七
）
に
京
都
で
う
ま
れ
た
。
正
保
二
年
（
一
六

四
五
）
四
月
家
綱
の
お
相
手
と
し
て
三
丸
御
殿
に
あ
が
り
、
同
年
一
二
月
将
軍
家
光
に
拝
謁
し
た
。
は
じ
め
医
を
も
っ
て
仕
え
た
が
、
寛
文
元

年
（
一
六
六
一
）
家
綱
の
命
に
よ
っ
て
、
医
を
廃
し
て
儒
官
と
な
っ
た
。

そ
の
後
友
元
は
伯
父
卜
幽
軒
と
と
も
に
『
本
朝
通
鑑
』
の
編
纂
に
く
わ
わ
り
、
林
春
斎
、
鷲
峰
ら
と
と
も
に
、
と
く
に
延
喜
以
後
の
『
續

編
』
の
編
墓
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
幕
府
の
儒
官
と
し
て
、
木
下
順
庵
と
と
も
に
当
代
き
っ
て
の
学
者
で
あ
っ
た
。

林
羅
山
や
春
斎
な
ど
、
林
家
の
人
為
は
言
を
よ
く
し
な
か
っ
た
が
、
友
元
は
能
書
家
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
点
に
お
い
て
も
重
ん
ぜ

（
Ⅷ
）

ら
れ
て
い
る
。
春
斎
は
友
元
を
評
し
て
「
其
人
柔
恭
雅
温
直
讓
朴
実
」
と
の
べ
て
い
る
。

貝
原
益
軒
も
友
元
と
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
。
天
和
三
年
（
一
六
七
五
）
益
軒
の
そ
の
弟
子
竹
田
春
庵
あ
て
の
書
簡
に
よ
る
と
、
春
庵
が
閲

覧
を
希
望
し
て
い
た
天
文
用
算
法
害
『
周
牌
算
経
』
を
、
友
元
か
ら
か
り
て
写
本
を
つ
く
ら
せ
、
こ
れ
を
春
庵
に
あ
た
え
て
い
る
。
益
軒
が
貞

享
元
年
（
一
六
八
四
）
入
府
の
と
き
、
友
元
と
順
庵
に
博
多
帯
を
象
や
げ
と
し
て
持
参
し
、
元
緑
五
年
（
一
六
九
二
）
入
府
の
さ
い
も
、
と
く
に

（
皿
）

こ
の
二
人
と
の
交
際
の
模
様
を
、
く
わ
し
く
日
記
に
か
き
し
る
し
て
い
る
。

数
多
い
益
軒
の
著
作
の
な
か
に
、
『
近
思
録
備
考
』
『
小
学
句
讃
備
考
』
が
あ
る
。
友
元
は
こ
れ
ら
著
書
を
評
し
て

蟹
ヶ
谷
墓
地
に
葬
ら
れ
た
人
為
と
人
見
氏

蟹
ヶ
谷
に
あ
る
人
見
氏
の
螢
域
に
は
、
人
見
氏
の
妻
や
側
室
の
女
性
四
名
、
天
折
し
た
こ
ど
も
達
三
名
諺
そ
の
縁
者
た
ち
八
名
が
葬
ら
れ
て

い
る
。
人
見
氏
の
系
譜
を
た
ど
り
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
人
灸
と
人
見
氏
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
べ
て
み
た
い
。
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友
元
が
幼
少
の
と
き
か
ら
仕
え
て
い
た
家
綱
は
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
五
月
、
四
○
歳
で
蕊
じ
た
が
、
そ
の
枢
の
銘
を
揮
毫
し
た
の
は

（
蝿
）

友
元
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
『
徳
川
実
記
』
に
し
る
さ
れ
て
お
り
、
友
元
の
名
は
代
禽
の
林
大
学
頭
の
名
と
と
も
に
、
し
ば
し
ば
『
徳
川
実
記
』
に

秋
光
院
南
氏
が
と
つ
い
だ
の
は
、
さ
き
に
の
毒
へ
た
陽
春
院
が
う
ん
だ
人
見
玄
徳
行
高
で
あ
る
の
で
、
陽
春
院
と
は
嫁
と
姑
の
関
係
に
な
る
。

豊
後
日
出
藩
主
木
下
右
衛
門
大
夫
俊
長
の
家
臣
で
あ
る
南
閑
斎
の
娘
に
う
ま
れ
た
（
延
宝
七
年
一
六
七
九
）
秋
光
院
は
、
行
高
に
嫁
し
て
二

女
を
う
み
、
三
人
目
の
満
平
を
妊
娠
し
た
と
き
、
疾
咳
を
わ
ず
ら
っ
て
気
力
が
次
第
に
お
と
ろ
え
、
分
娩
後
一
○
日
あ
ま
り
た
っ
た
宝
永
四
年

生
れ
た
。
沢
兆

『
人
見
氏
伝
』

妾
小
幡
氏
生
二
男
偕
三
男
勲
四
男
坦
五
男
錘
且
二
女
天
小
幡
氏
名
津
多
正
徳
元
年
夏
六
月
七
日
死
年
六
十
二
葬
武
州

と
あ
り
、
偕
は
玄
徳
行
高
、
鼬
は
保
民
（
『
諸
家
譜
』
に
は
保
氏
と
あ
る
）
、
坦
は
道
乙
、
錘
は
友
徳
で
あ
り
、
こ
れ
は
陽
春
院
の
墓
碑
銘
の
記
載

と
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
作
と
い
う
名
が
、
『
人
見
氏
伝
』
で
は
津
多
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
襲
年
、
行
年
と
も
こ
れ
ま
た
よ
く
一
致

し
て
い
る
。

友
元
は
、
徳
川
家
康
生
涯
（

と
と
も
に
く
わ
わ
っ
て
い
る
。

（
皿
）

と
の
べ
て
い
る
。

登
場
す
る
。

元
瞭
九
年
（
一
六
九
六
）
一
月
一
四
日
、
友
元
は
六
○
歳
で
残
し
た
。

友
元
は
は
じ
め
、
建
部
丹
波
守
政
長
の
女
、
種
を
め
と
っ
た
が
、
種
は
夫
に
先
だ
っ
て
死
に
、
つ
い
で
玉
井
氏
沢
を
め
と
っ
て
長
男
行
充
が

れ
た
。
沢
も
行
充
を
の
こ
し
て
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
に
死
亡
し
た
の
で
、
三
人
目
の
妻
と
し
て
小
幡
氏
作
を
め
と
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

本
邦
の
先
儒
の
編
著
固
よ
り
多
し
、
而
し
て
経
伝
の
註
解
を
哀
輯
す
る
者
は
、
益
軒
先
生
の
此
二
編
を
以
て
始
と
為
す

徳
川
家
康
生
涯
の
功
績
を
く
わ
し
く
の
べ
た
編
年
体
歴
史
書
『
武
徳
大
成
記
』
（
貞
享
三
年
刊
）
の
編
纂
に
も
、
順
庵
、
林
鳳
岡
ら

に
よ
る
と
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（
一
七
○
七
）
九
月
六
日
、
二
九
歳
で
病
残
し
た
。

『
人
見
氏
伝
』
に
よ
る
と
、
元
徳
行
高
は

マ
マ

初
嬰
僕
木
下
氏
女
有
一
男
天
二
女
一
女
常
為
養
子
元
哲
妻
一
女
盤
嫁
川
口
尹
弘
先
死
有
妾
本
多
氏
亦
○
子

と
あ
っ
て
、
南
氏
で
は
な
く
、
木
下
氏
を
め
と
っ
て
一
男
二
女
を
あ
げ
た
と
い
う
。
墓
碑
銘
に
「
木
下
俊
長
宗
臣
閑
斎
南
氏
娘
」
と
あ
る
よ
う

に
、
南
氏
は
木
下
俊
長
の
重
臣
で
あ
り
、
一
族
の
家
臣
で
あ
っ
た
の
で
、
「
人
見
氏
伝
』
で
は
、
こ
れ
を
木
下
氏
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
人
見

（
Ｍ
）

家
過
去
帳
に
も
、
秋
光
院
の
も
と
に
「
木
下
氏
」
と
註
記
し
て
あ
る
。

行
高
は
寛
文
一
○
年
（
一
六
七
○
）
に
う
ま
れ
、
元
祗
九
年
（
一
六
九
六
）
に
父
友
元
の
遺
跡
武
州
埼
玉
郡
北
根
村
、
関
新
田
村
の
二
百
石
を
つ

ぎ
、
祖
父
元
徳
賢
知
の
医
業
を
つ
い
で
小
普
請
入
り
を
し
た
。
翌
一
○
年
番
医
と
な
っ
た
が
、
そ
の
翌
二
年
に
は
早
く
も
番
医
を
と
か
れ

（
巧
）

て
、
表
医
師
八
名
と
と
も
に
小
普
請
に
お
と
さ
れ
「
治
療
に
精
進
す
る
よ
う
」
と
の
叱
責
を
う
け
て
い
る
。
こ
れ
は
行
高
二
九
歳
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
後
寛
保
四
年
（
一
七
四
四
）
に
七
五
歳
で
病
残
す
る
ま
で
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

当
時
の
武
鑑
類
に
つ
い
て
染
る
と
、
『
御
役
付
目
録
』
（
元
職
九
年
）
に
は
、
御
奥
御
番
医
師
と
し
て
、
元
徳
賢
知
の
三
男
で
あ
り
、
『
本
朝
食

（
肥
）

鑑
』
の
著
者
で
あ
る
人
見
正
竹
（
必
大
）
の
名
が
み
え
、
三
百
俵
ど
り
、
北
八
丁
堀
に
す
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
惣
医
子
息
と
し
て
は
正

竹
の
嗣
子
元
浩
の
名
が
あ
る
が
、
玄
徳
行
高
の
名
は
み
え
な
い
。
元
藏
一
○
年
の
武
鑑
に
も
、
惣
御
医
師
と
し
て
の
正
竹
と
、
惣
医
子
息
と
し

（
灯
）

て
の
元
浩
の
名
は
み
え
る
が
、
玄
徳
行
高
の
名
は
見
出
せ
な
い
。

名
医
と
し
て
の
誉
た
か
い
元
賢
賢
知
の
家
督
は
、
そ
の
長
子
で
あ
る
友
元
が
つ
い
だ
が
、
友
元
は
医
師
で
な
く
儒
者
で
あ
っ
た
の
で
、
医
師

と
し
て
の
地
位
は
三
男
の
必
大
が
継
承
し
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
友
元
の
次
子
と
し
て
う
ま
れ
、
医
師
と
な
っ
た
行
高
は
、
そ
の
た
め
か
、

あ
る
い
は
才
能
に
め
ぐ
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
か
、
に
わ
か
に
は
き
め
が
た
い
が
、
叔
父
必
大
の
風
下
に
た
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る

尻
ノ
ｏ
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す
ぎ
た
か
ら
で
あ
る
。

人
見
氏
の
う
ち
で
、
幕
府
の
医
官
に
最
初
に
あ
げ
ら
れ
た
の
は
元
徳
賢
知
で
あ
る
。
賢
知
は
慶
長
九
年
（
一
六
○
四
）
に
、
友
徳
の
四
男
と

し
て
京
都
の
嵯
峨
で
う
ま
れ
た
。
次
兄
に
は
儒
者
と
し
て
水
戸
家
に
仕
え
た
卜
幽
軒
が
い
る
。

賢
知
は
小
児
科
医
の
津
田
幸
庵
に
つ
い
て
医
を
お
さ
め
、
保
嬰
の
書
を
よ
ん
だ
り
写
し
た
り
す
る
ほ
か
、
内
経
や
本
草
の
書
を
も
学
ん
だ
。

師
の
幸
庵
が
老
齢
の
た
め
第
一
線
を
し
り
ぞ
い
た
の
ち
は
、
師
に
代
っ
て
医
を
業
と
し
、
一
五
歳
の
と
き
に
す
で
に
治
を
こ
う
も
の
が
お
お

く
、
名
声
は
ひ
ろ
く
き
こ
え
て
い
た
。
元
和
七
年
（
一
六
三
）
後
水
尾
天
皇
の
中
宮
、
東
福
門
院
（
徳
川
家
忠
の
娘
和
子
）
が
う
ん
だ
第
一
皇

子
が
病
に
お
か
さ
れ
た
と
き
、
侍
医
た
ち
が
治
療
に
専
念
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
恢
復
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
朝
廷
で
は
賢
知

を
召
し
て
そ
の
治
療
を
命
じ
た
。
賢
知
は
一
目
診
る
な
り
、
解
繊
と
診
断
し
、
予
後
の
悪
い
こ
と
を
見
ぬ
き
、
全
快
は
お
ぼ
つ
か
な
い
こ
と
を

申
し
あ
げ
た
。
皇
子
は
不
幸
に
し
て
死
亡
し
た
が
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
皇
子
た
ち
の
侍
医
に
あ
げ
ら
れ
た
。

寛
永
一
四
年
（
一
六
三
七
）
に
後
水
尾
上
皇
の
第
五
皇
子
、
豊
宮
周
敦
親
王
（
の
ち
の
仁
和
寺
性
承
法
親
王
）
の
病
気
に
あ
た
っ
て
は
、
薬
を
献

じ
て
全
快
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
功
に
よ
っ
て
、
賢
知
は
法
橋
の
位
を
さ
ず
け
ら
れ
た
。
身
分
の
上
下
に
か
か
わ
り
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
手
だ
て
を

つ
く
し
て
治
療
す
る
の
で
、
治
を
こ
う
も
の
は
一
日
に
百
人
を
こ
え
る
有
様
で
あ
っ
た
。

寛
永
一
六
年
（
一
六
三
九
）
、
将
軍
家
光
の
息
女
千
代
姫
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
京
都
所
司
代
板
倉
周
防
守
重
宗
の
推
薦
で
幕
府
に
め
さ

れ
、
江
戸
に
く
だ
っ
て
治
療
に
従
事
し
た
が
、
こ
の
と
き
に
も
見
事
全
快
さ
せ
て
五
百
石
を
た
ま
わ
っ
た
。
こ
こ
に
人
見
氏
が
、
は
じ
め
て
幕

寛
永
一
八
年
（
一
六
四
一
）
竹
千
代
（
の
ち
の
家
綱
）
づ
き
の
医
師
と
な
り
、
の
ち
に
家
綱
が
三
の
丸
に
移
っ
て
か
ら
も
そ
の
侍
医
と
し
て
仕

え
、
邸
に
か
え
る
の
は
一
年
の
う
ち
数
十
日
に
す
ぎ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
幕
府
の
要
職
に
あ
る
も
の
は
、
そ
の
子
や
孫
が
病
気
に
か
か
る

と
、
必
ず
賢
知
の
治
療
を
う
け
さ
せ
た
と
い
う
。

府
医
官
と
し
て
登
場
し
た
わ
け
で
あ
る
。

才
能
に
め
ぐ
ま
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
は
す
こ
し
言
い
す
ぎ
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
祖
父
元
徳
賢
知
が
あ
ま
り
に
偉
大
で
あ
り
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明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
三
月
に
は
家
綱
が
、
万
治
三
年
（
一
六
六
○
）
三
月
に
は
綱
吉
が
、
そ
れ
ぞ
れ
庖
瘡
に
罹
患
し
た
と
き
、
賢
知
は
侍

医
の
一
員
と
し
て
治
療
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
。

七
○
歳
を
む
か
え
た
賢
知
は
、
骸
骨
を
こ
う
て
ゆ
る
さ
れ
、
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
一
二
月
に
致
仕
し
た
。
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
三
月

か
ら
は
、
妻
佐
藤
氏
邦
と
つ
れ
だ
っ
て
関
西
地
方
に
遊
び
、
嵯
峨
野
や
宇
治
を
遁
遙
し
、
有
馬
温
泉
に
つ
か
り
、
須
磨
や
明
石
の
風
光
を
め
で

た
・
岸
和
田
城
主
岡
部
行
隆
の
も
と
に
た
ち
よ
っ
て
、
手
厚
い
も
て
な
し
を
う
け
て
い
る
。
行
隆
の
嗣
子
長
泰
は
、
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
賢
知
の

治
療
を
う
け
て
壮
健
に
な
り
成
人
し
た
の
で
、
賢
知
は
い
わ
ば
嗣
子
の
主
治
医
と
し
て
厚
く
遇
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
家
綱
の
病
を
無
事
に
の
り
き
り
、
こ
の
功
に
よ
っ
て
二
百
石
加
増
さ
れ
て
、
七
百
石
と
な
っ
た
。

正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
家
緬
が
驚
風
に
か
か
っ
た
が
、
賢
知
が
薬
を
献
じ
て
う
ま
く
治
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
、
家
光

は
狩
に
出
か
け
よ
う
と
し
て
い
て
、
侍
医
た
ち
に
再
発
の
危
険
が
あ
る
か
ど
う
か
を
下
問
し
た
。
も
し
再
発
の
恐
れ
が
な
け
れ
ば
、
家
光
は
何

と
し
て
も
狩
に
出
か
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
時
、
ほ
か
の
侍
医
た
ち
は
再
発
す
る
恐
れ
が
あ
る
旨
を
答
え
た
が
、
賢
知
と
阿
部
長
徳
院
順
貞
の
二
人
だ
け
が
、
再
発
の
恐
れ
な
し
、

と
答
え
た
。
賢
知
ら
の
診
断
ど
お
り
、
家
綱
は
再
発
を
象
な
か
っ
た
。
家
光
は
お
お
い
に
よ
ろ
こ
ん
だ
が
、
識
言
す
る
も
の
が
あ
っ
て
、
賢
知

と
順
貞
は
逆
に
閉
門
を
お
お
せ
つ
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

賢
知
の
閉
門
中
に
、
家
光
の
子
鶴
松
が
う
ま
れ
、
こ
れ
が
腰
風
疾
に
か
か
っ
た
。
侍
医
た
ち
は
懸
命
に
治
療
を
つ
く
し
た
が
一
向
に
効
果
が

あ
ら
わ
れ
な
い
の
で
、
と
き
の
大
老
酒
井
讃
岐
守
忠
勝
は
一
夜
ひ
そ
か
に
賢
知
を
召
し
て
、
治
療
に
あ
た
ら
せ
た
。
賢
知
は
拝
診
の
う
え
、
手

お
く
れ
で
あ
る
こ
と
を
つ
げ
、
鶴
松
は
そ
の
言
葉
ど
お
り
日
な
ら
ず
し
て
不
幸
の
転
帰
を
た
ど
っ
た
。

閉
門
蟄
居
を
命
ぜ
ら
れ
て
か
ら
丁
度
一
年
、
老
中
堀
田
加
賀
守
正
盛
の
と
り
な
し
で
ゆ
る
さ
れ
た
賢
知
は
、
も
と
の
よ
う
に
家
綱
づ
き
の
医

師
と
し
て
復
帰
し
た
。
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
に
家
綱
が
西
の
丸
に
う
つ
り
、
綱
吉
が
三
の
丸
に
う
つ
る
と
、
賢
知
は
こ
の
二
ヶ
所
に
宿
直

師
と
し
て
復
帰
し
た
。
慶
安
二
年

を
す
る
と
い
う
忙
し
さ
で
あ
っ
た
。
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根
岸
氏
留
利
は
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
に
江
戸
に
う
ま
れ
、
宝
暦
二
年
（
一
七
六
一
）
に
一
七
歳
で
人
見
美
至
に
嫁
し
た
。
一
男
（
在
敏
）

と
一
女
を
う
み
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
の
初
夏
か
ら
疾
咳
を
わ
ず
ら
い
、
秋
に
は
一
時
小
康
を
え
た
が
、
九
月
に
三
五
歳
で
死
亡
し
た
。

碑
文
を
撰
し
た
の
は
美
至
の
長
子
で
、
留
利
に
は
義
理
の
子
に
あ
た
る
在
恭
で
あ
る
。

３

美
至
は
友
元
の
曾
孫
に
あ
た
り
、
字
は
克
己
、
求
と
称
し
、
享
保
一
二
年
（
一
七
二
七
）
に
江
戸
で
う
ま
れ
た
。
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
家
督
３

賢
知
は
「
小
長
医
篇
』
（
三
一
巻
）
を
あ
ら
わ
し
、
の
ち
に
五
世
の
孫
人
見
高
徳
信
任
が
こ
れ
に
手
を
く
わ
え
て
、
『
増
補
小
長
医
編
』
（
三
五

巻
）
と
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
賢
知
自
ら
の
経
験
を
ま
と
め
た
「
救
儒
方
世
既
伝
』
が
あ
る
。

（
四
）

人
見
氏
は
小
野
妹
子
を
祖
と
す
る
。
『
人
見
氏
系
図
』
に
よ
る
と
、
妹
子
は
敏
達
天
皇
の
孫
に
あ
た
る
と
い
う
。
毛
野
、
篁
、
道
風
な
ど
は

い
ず
れ
も
そ
の
末
喬
で
あ
る
。
政
経
の
代
に
な
っ
て
源
頼
朝
に
つ
か
え
、
武
州
人
見
原
の
戦
で
平
家
方
を
う
ち
や
ぶ
っ
て
功
を
た
て
た
。
武
蔵

国
榛
沢
郡
人
見
村
（
い
ま
の
深
谷
市
人
見
）
に
す
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
見
姓
を
な
の
る
に
い
た
っ
た
。

む
ま
じ

政
経
か
ら
か
ぞ
え
て
五
世
の
孫
紀
伊
守
長
俊
は
、
勇
武
を
も
っ
て
登
用
さ
れ
、
丹
波
国
桑
田
郡
馬
路
村
に
移
り
す
ん
だ
。
さ
ら
に
四
世
の
孫

友
徳
は
、
京
都
に
移
っ
て
後
世
方
を
学
び
、
医
を
業
と
す
る
に
い
た
っ
た
。
さ
き
に
の
べ
た
賢
知
は
、
こ
の
友
徳
の
四
男
で
あ
る
。

難
波
、
奈
良
、
三
輪
、
泊
瀬
な
ど
の
旧
跡
を
歴
遊
し
て
、
詩
を
吟
じ
、
歌
を
よ
む
な
ど
、
楽
し
い
旅
を
つ
づ
け
て
七
月
に
江
戸
に
か
え
っ

た
。
四
ヶ
月
に
お
よ
ぶ
気
楽
な
旅
で
あ
っ
た
。

天
和
四
年
（
一
六
八
四
）
一
月
一
日
辰
の
刻
、
ね
む
る
よ
う
に
八
一
年
の
生
涯
を
と
じ
た
。
命
日
は
元
日
を
さ
け
て
一
月
二
日
と
し
て
い
る

の
で
、
『
諸
家
譜
』
、
『
人
見
氏
伝
』
、
人
見
家
過
去
帳
な
ど
の
記
載
は
、
い
ず
れ
も
一
月
二
日
に
な
っ
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
初
期
、
と
く
に
寛
永
以
後
は
小
児
科
を
専
門
と
す
る
医
家
が
お
お
く
な
っ
た
が
、
そ
の
中
で
も
賢
知
は
、
安
部
順
貞
、
岡
寿

元
、
山
田
正
信
ら
と
な
ら
ん
で
、
当
代
一
流
の
小
児
科
医
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
い
ず
れ
も
李
朱
の
医
説
に
の
っ
と
り
、
い
わ
ゆ
る
後
世
派

（
肥
）

の
温
補
の
療
法
を
専
ら
に
し
て
い
た
。
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を
つ
い
で
儒
官
と
な
り
、
書
物
奉
行
を
つ
と
め
た
。
『
人
見
私
記
』
『
人
見
氏
伝
』
『
人
見
氏
系
図
』
な
ど
の
著
書
の
ほ
か
、
父
美
在
の
詩
文
を

編
纂
し
た
『
雪
江
先
生
詩
文
集
』
が
あ
る
。

本
論
文
で
も
し
ば
し
ば
引
用
し
た
『
人
見
氏
伝
』
は
、
敏
達
天
皇
か
ら
は
じ
ま
り
、
著
者
美
至
に
い
た
る
ま
で
の
人
見
氏
歴
代
の
系
伝
を
く

わ
し
く
記
し
た
も
の
で
、
宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）
の
自
序
が
あ
る
。
こ
れ
に
の
る
人
物
が
、
友
元
の
長
子
行
充
の
系
統
に
か
た
よ
っ
て
い

る
の
は
、
著
者
で
あ
る
美
至
が
行
充
の
孫
で
あ
る
こ
と
か
ら
い
っ
て
、
や
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
美
至
の
三
男
に
あ
た
る
在
信
が
、
友
説
の
末
期
養
子
と
な
り
、
友
説
の
死
後
一
七
歳
で
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
に
家
督
を
つ
い
だ
。

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
に
番
医
と
な
り
、
寛
政
一
○
年
（
一
七
九
八
）
に
は
将
軍
家
斉
の
娘
淑
姫
づ
き
の
医
師
と
な
っ
た
。

辰
は
宝
暦
一
○
年
（
一
七
六
○
）
に
江
戸
春
木
町
に
う
ま
れ
た
。
実
家
に
い
る
と
き
か
ら
弟
妹
を
よ
く
か
わ
い
が
る
、
心
の
や
さ
し
い
人
で
あ

っ
た
が
、
輿
入
れ
し
て
か
ら
も
、
よ
く
妻
と
し
て
の
務
め
を
は
た
し
、
お
お
い
に
内
助
の
功
が
あ
っ
た
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
夏
か
ら
疾

飲
を
わ
ず
ら
い
、
二
月
に
三
二
歳
を
一
期
と
し
て
世
を
さ
っ
た
。

在
信
と
の
間
に
は
三
男
二
女
を
な
し
て
い
る
。
三
男
と
は
す
な
わ
ち
、
信
任
、
信
武
、
信
成
で
あ
る
。

杉
村
氏
辰
を
母
と
す
る
、
在
信
の
長
男
信
任
は
高
徳
と
号
し
た
。
元
徳
賢
知
が
あ
ら
わ
し
た
『
小
長
医
篇
』
に
増
補
の
手
を
く
わ
え
て
『
増

補
小
長
医
篇
』
（
三
五
巻
）
と
し
た
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
の
『
麻
疹
隻
解
編
』
も
信
任
の
編
著
で
あ
る
。

杉
村
氏
辰
の
碑
文
を
撰
し
た
尾
張
藩
の
岡
崎
正
固
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
生
前
の
在
信
と
は
交
り
も
あ
り
、
一
族
の
人
見
五
郎
左
衛

こ
の
在
信
の
側
室
と
な
っ
た
の
が
杉
村
氏
辰
で
あ
る
。
碑
文
に
よ
れ
ば
「
天
明
辛
巳
側
室
於
官
医
野
高
栄
君
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
野
」

と
は
人
見
氏
の
姓
で
あ
る
「
小
野
」
の
略
記
で
、
こ
の
用
例
は
第
二
号
墓
石
に
も
み
え
る
。
し
か
し
天
明
に
は
辛
巳
と
い
う
年
は
な
い
の
で
、

こ
れ
を
い
つ
に
比
定
す
る
か
。
さ
ら
に
辰
が
初
子
信
任
を
う
ん
だ
の
は
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
で

あ
る
シ
ク
か
。
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中
央
の
宗
的
居
士
は
、
第
四
号
墓
石
の
梅
溪
宗
的
居
士
と
戒
名
に
共
通
す
る
部
分
が
み
ら
れ
る
が
、
残
年
は
こ
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
死

亡
の
月
日
が
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
両
者
は
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
た
か
い
が
、
こ
れ
を
確
定
す
る
に
た

る
史
料
は
な
い
。
こ
れ
ら
三
名
は
い
ず
れ
も
小
幡
氏
作
の
兄
弟
（
兄
二
名
、
弟
一
名
）
で
あ
る
こ
と
は
、
墓
碑
銘
か
ら
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
が
、

の
過
去
帳
に
み
え
、
念
宗
法
意
庵
主
と
ふ

し
め
す
に
す
ぎ
ず
、
俗
名
や
卒
年
な
ど
一

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

坤
八
に
つ
い
て
は
、
兄
の
信
任
が

八
二
）
わ
ず
か
四
歳
で
病
死
し
た
。

阿
順
は
わ
ず
か
八
ヶ
月
の
一
生
で

病
死
し
た
。
墓
碑
銘
の
末
尾
に
あ
る

人
見
家
の
過
去
帳
に
よ
る
と
、
悪

一
○
月
九
日
残
）
の
二
名
が
蟹
ケ
谷
村

門
美
雅
（
在
信
の
大
叔
父
に
あ
た
る
）
が
尾
張
家
に
つ
か
え
る
儒
者
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
関
係
か
ら
同
藩
の
岡
崎
正
固
に
依
頼
し
た
も
の
と
お

も
わ
れ
る
。

第
五
号
墓
石
は
小
幡
氏
作
の
両
親
と
兄
弟
の
墓
で
あ
る
。
そ
の
下
段
に
な
ら
ぶ
三
名
の
戒
名
を
ゑ
る
と
、
法
意
居
士
と
常
安
居
士
は
人
見
家

過
去
帳
に
み
え
、
念
宗
法
意
庵
主
と
心
如
常
安
庵
主
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
過
去
帳
は
記
述
が
比
較
的
簡
略
で
、
お
お
く
は
戒
名
と
残
年
を

め
す
に
す
ぎ
ず
、
俗
名
や
卒
年
な
ど
を
記
入
し
た
も
の
は
す
ぐ
な
い
の
で
、
こ
の
二
名
が
い
か
な
る
人
物
か
、
こ
れ
以
上
を
あ
き
ら
か
に
す

人
見
氏
の
こ
ど
も
た
ち
の
墓
は
三
基
あ
る
。

斧
七
郎
の
墓
石
は
下
半
分
が
破
損
し
、
紛
失
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
く
わ
し
い
状
況
は
わ
か
ら
な
い
。

坤
八
に
つ
い
て
は
、
兄
の
信
任
が
碑
文
に
し
る
す
よ
う
に
、
信
任
の
弟
で
あ
り
、
高
栄
在
信
の
八
男
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

か
八
ヶ
月
の
一
生
で
あ
っ
た
。
信
任
を
父
と
し
、
川
嶋
氏
を
母
と
し
て
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
に
う
ま
れ
た
が
、
同
じ
年
に

畔
銘
の
末
尾
に
あ
る
「
付
笑
斎
」
に
つ
い
て
は
あ
き
ら
か
に
し
え
な
か
っ
た
。

去
帳
に
よ
る
と
、
愛
孝
之
位
（
俗
名
海
老
在
信
の
四
女
文
化
八
年
一
○
月
二
六
日
喪
）
と
人
見
好
吉
（
在
信
の
九
男
文
化
九
年

の
二
名
が
蟹
ヶ
谷
村
に
葬
ら
れ
て
い
る
と
し
る
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
二
名
の
墓
石
は
み
あ
た
ら
な
い
。

文
化
八
年
（
一

35 （35）



最
後
に
人
見
氏
の
家
臣
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

圓
明
大
空
は
俗
名
を
筑
麻
郷
右
衛
門
直
方
と
い
い
、
武
州
多
摩
郡
関
新
田
村
の
出
身
で
あ
る
。
一
三
歳
の
と
き
江
戸
に
で
て
、
人
見
氏
に
仕

え
た
。
丁
度
墓
石
の
そ
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
仕
え
た
当
主
の
名
を
し
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
蟹
ケ
谷
と
の
関
係
を
か
ん
が
え
れ

ば
、
当
主
は
お
そ
ら
く
玄
徳
行
高
で
あ
ろ
う
。
直
方
の
出
身
地
、
関
新
田
村
と
い
う
の
は
、
元
徳
賢
知
が
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
幕
府
か

ら
拝
領
し
た
知
行
地
で
あ
る
。
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
に
人
見
氏
に
仕
え
、
死
亡
す
る
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
ま
で
、
実
に
六
四
年
の
長
き

第
一
二
号
墓
石
の
宇
野
七
兵
衛
も
同
じ
く
人
見
氏
の
家
臣
で
あ
る
。
尾
張
の
人
で
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
人
見
氏
に
仕
え
、
の
ち
に
在

恭
の
従
者
と
な
っ
て
三
三
年
間
つ
と
め
あ
げ
て
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
死
亡
し
た
。

こ
の
両
人
と
も
人
見
家
に
と
っ
て
は
信
頼
す
る
に
た
る
家
臣
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
功
績
に
よ
っ
て
人
見
氏
の
蟹
ヶ
谷
の
別
業
の

地
に
、
人
見
氏
の
人
々
の
墓
の
傍
ら
に
葬
ら
れ
た
こ
と
が
そ
れ
を
し
め
し
て
い
る
。

そ
の
序
列
に
つ
い
て
は
あ
き
ら
か
で
な
い
。

人
見
氏
の
螢
域
の
一
隅
、
そ
こ
に
い
た
る
小
道
の
右
側
に
九
基
の
墓
石
が
な
ら
ん
で
お
り
、
こ
の
う
ち
一
番
古
い
墓
石
は
明
和
六
年
（
一
七

六
九
）
に
喪
し
た
「
一
心
浄
入
信
士
」
の
墓
で
あ
る
。

一
心
浄
入
信
士
の
戒
名
を
、
現
在
こ
の
土
地
の
所
有
者
で
あ
る
下
山
家
の
過
去
帳
に
も
と
め
た
が
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し

こ
れ
ら
の
墓
石
に
き
ざ
ま
れ
た
戒
名
と
、
下
山
家
の
過
去
帳
に
の
る
人
々
の
戒
名
と
は
一
致
す
る
も
の
が
お
お
く
、
こ
れ
ら
が
下
山
家
の
祖
先

に
あ
た
る
人
灸
の
墓
石
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
の
で
、
下
山
家
は
明
和
六
年
に
は
す
で
に
こ
の
土
地
と
深
い
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

に
わ
た
っ
て
仕
え
て
い
た
。

（36）
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人
見
氏
の
墓
石
の
う
ち
、
も
っ
と
も
新
し
い
の
は
文
化
八
年
（
一
八
二
）
に
死
亡
し
た
第
八
号
墓
（
杉
村
氏
辰
）
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
す
く
な
く
と
も
文
化
八
年
ま
で
は
人
見
氏
が
こ
の
土
地
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
一
方
さ
き
に
糸
た
よ
う
に
下
山
家

の
も
っ
と
も
古
い
墓
石
は
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
で
あ
る
の
で
、
約
五
○
年
に
わ
た
り
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ

と
は
、
人
見
氏
と
下
山
家
が
か
な
り
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

筑
麻
氏
や
宇
野
氏
と
同
様
に
、
下
山
氏
も
ま
た
人
見
氏
の
家
臣
の
一
人
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
下
山
氏
は
主
家
に
仕
え

た
功
績
に
よ
っ
て
、
そ
の
螢
域
の
一
隅
に
墓
地
を
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
年
が
い
つ
で
あ
る
か
あ
き
ら
か
で
は
な
い
が
、
人
見
氏
の
別
業
の

地
を
ゆ
ず
り
う
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

や
つ
ノ
Ｋ
、
０

謝
い
た
し
ま
す
。

稿
を
終
る
に
あ
た
り
ご
指
導
、
ご
校
閲
を
た
ま
わ
っ
た
小
川
鼎
三
教
授
、
酒
井
シ
ヅ
講
師
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
墓
域
の
調
査
に
際
し
て
種

種
ご
便
宜
を
い
た
だ
い
た
下
山
吉
光
氏
、
貴
重
な
過
去
帳
の
閲
覧
を
お
ゆ
る
し
い
た
だ
い
た
人
見
喜
見
子
氏
、
本
乗
寺
住
職
従
野
公
淳
師
に
感

川
崎
市
蟹
ヶ
谷
に
あ
る
幕
府
医
官
人
見
氏
に
ゆ
か
り
あ
る
人
食
の
墓
に
つ
い
て
の
べ
た
。
こ
の
地
に
こ
れ
ら
の
墓
石
が
お
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
か
つ
て
蟹
ヶ
谷
を
采
地
と
し
て
い
た
小
幡
伊
賀
守
泰
久
の
後
商
に
あ
た
る
小
幡
氏
作
が
、
人
見
友
元
に
輿
入
れ
し
た
こ
と
に
も
と

本
稿
の
要
旨
は
日
本
医
史
学
会
例
会
（
昭
和
五
六
年
一
月
二
四
日
）
に
お
い
て
発
表
し
た
。

さ
ら
に
人
見
氏
の
人
為
に
つ
い
て
も
医
史
学
的
な
考
察
を
く
わ
え
た
。

む
す
ぴ

（37）Qワ
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（
１
）
人
見
求
人
貝

（
２
）
新
編
武
蔵
風
十

（
３
）
新
訂
寛
政
重
修

（
４
）
新
編
武
蔵
風
十

（
５
）
前
掲
書
三
巻

（
６
）
前
掲
書
三
巻

（
７
）
新
訂
寛
政
重
修

（
８
）
前
掲
書
巻
二

（
９
）
武
蔵
田
園
簿

（
、
）
森
銑
三
素
庵

（
、
）
井
上
忠
貝
原

（
狸
）
原
念
斎
先
哲

（
超
）
嚴
有
院
殿
御
実

（
皿
）
人
見
家
過
去
帳

（
喝
）
常
憲
院
殿
御
実

（
略
）
石
原
明
元
滕

（
Ⅳ
）
元
隊
十
年
武
鑑

（
肥
）
富
士
川
勝
日

（
四
）
人
見
克
己
人

富
士
川
勝
日
本
小
児
科
医
史
富
士
川
勝
著
作
集
思
文
閣
昭
和
五
五
年
一
巻
二
八
六
頁

人
見
克
己
人
見
氏
系
図
内
閣
文
庫
蔵

武
蔵
田
園
簿
北
島
正
元
校
訂
近
藤
出
版
社
昭
和
五
二
年
五
四
頁

森
銑
三
素
庵
角
倉
与
一
森
銑
三
著
作
集
中
央
公
論
社
昭
和
四
六
年
二
巻
二
六
一
頁

井
上
忠
貝
原
益
軒
吉
川
弘
文
館
昭
和
四
九
年
一
五
八
頁

原
念
斎
先
哲
叢
談
巻
四
国
史
研
究
会
版
大
正
五
年
一
三
一
頁

嚴
有
院
殿
御
実
紀
巻
六
○
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
昭
和
五
一
年
五
篇
三
三
八
頁
、
三
五
八
頁

人
見
家
過
去
帳
人
見
家
過
去
帳
は
焼
失
し
て
今
は
な
い
。
そ
の
写
本
を
つ
く
っ
た
人
見
喜
美
子
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
借
覧
を
ゆ
る
さ
れ
た
。

常
憲
院
殿
御
実
紀
巻
三
八
国
史
大
系
本
昭
和
五
一
年
六
篇
三
四
九
頁

石
原
明
元
職
九
年
の
官
医
名
簿
日
本
医
史
学
雑
誌
九
巻
四
八
頁
昭
和
三
三
年

前
掲
書
三
巻
二
五
九
頁

新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
巻
二
三

前
掲
書
巻
二
九
一
巻
一
五
六
頁

参
考
文
献

人
見
求
人
見
氏
伝
宝
暦
一
二
年
内
閣
文
庫
蔵

新
編
武
蔵
風
土
記
稿
巻
六
三
雄
山
閣
版
昭
和
五
六
年
三
巻
一
七
九
頁

新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
巻
七
二
三
続
群
書
類
従
完
成
会
版
昭
和
四
○
年

新
綿
武
蔵
風
土
記
稿
巻
六
七
雄
山
閣
版
昭
和
五
六
年
三
巻
二
五
八
頁

前
掲
書
三
巻
二
五
九
頁

五
一
丁

一
巻
一
二
七
頁

一
二
巻
六
三
頁

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）
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TheGraveyardoftheHitomiClan

inKawaSaki

YasuakiFUKASE

ThereisthegraveyardoftheHitomiclaninKawasaki,whowasthedoctorofTokugawa

Shogunate.Saku,adaughterofChikayoshiObatawhowasinpossessionofthisterritory,was

marriedtoYuJnHitomioftheConfilcianscholarofTokugawaShogunateandmadethevilla

inKawasaki.SotheHitomiclanhadrelationtothisterritoI,y,wheresomeoftheHitomiclan

wereburriedafterdeath.

GenealogyoftheHitomiclanisalsomentionedinthispaper.
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。
鄙
）


